
(57)【要約】

【課題】　処理槽から熱交換器への蒸気流入の有無およ

び量を調整でき、熱交換器内の冷却用水の沸騰防止と、

減圧能力の調整が可能な蒸煮冷却機の提供。

【解決手段】　被加熱物１が収容される処理槽２、処理

槽２内への蒸気供給手段３、処理槽２内の気体を外部へ

吸引排出する減圧手段４を備える。減圧手段４は、処理

槽２に吸入口が接続される蒸気エゼクタ１６、蒸気エゼ

クタ１６の吐出口に接続される凝縮器としての熱交換器

１７、熱交換器１７の出口に接続される真空ポンプ１９

を有する。蒸気エゼクタ１６は、そのディフューザ２５

の絞り部４８に、開度調整可能な真空弁２０が設けられ

る。処理槽２内への蒸気供給時、真空弁２０を全閉する

か、減圧手段４を作動させつつ真空弁２０の開度を調整

する。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 デ ィ フ ュ ー ザ の 絞 り 部 に 開 度 調 整 可 能 な 弁 が 設 け ら れ た 蒸 気 エ ゼ ク タ を 備 え る
　 こ と を 特 徴 と す る 蒸 気 加 熱 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 被 加 熱 物 が 収 容 さ れ る 処 理 槽 と 、
　 こ の 処 理 槽 内 へ の 蒸 気 供 給 手 段 と 、
　 デ ィ フ ュ ー ザ の 絞 り 部 に 開 度 調 整 可 能 な 弁 が 設 け ら れ 、 前 記 処 理 槽 内 の 気 体 を 外 部 へ 吸
引 排 出 す る 蒸 気 エ ゼ ク タ と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 蒸 気 加 熱 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 処 理 槽 に 吸 入 口 が 接 続 さ れ る 前 記 蒸 気 エ ゼ ク タ と 、 こ の 蒸 気 エ ゼ ク タ の 吐 出 口 に 接
続 さ れ る 凝 縮 器 と し て の 熱 交 換 器 と 、 こ の 熱 交 換 器 の 出 口 に 接 続 さ れ る 真 空 ポ ン プ と を 有
し 、 前 記 処 理 槽 内 の 気 体 を 外 部 へ 吸 引 排 出 す る 減 圧 手 段 と 、
　 前 記 処 理 槽 内 の 圧 力 ま た は 温 度 を 検 出 す る セ ン サ と 、
　 こ の セ ン サ の 検 出 信 号 に 基 づ き 前 記 弁 の 開 度 を 調 整 す る 制 御 手 段 と
　 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 蒸 気 加 熱 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 蒸 気 供 給 手 段 に よ る 前 記 処 理 槽 内 へ の 蒸 気 供 給 を 伴 う 工 程 に お い
て 、
　 前 記 処 理 槽 内 の 圧 力 ま た は 温 度 が 所 定 値 以 上 で は 、 前 記 弁 の 開 度 を 調 整 し 、
　 前 記 処 理 槽 内 の 圧 力 ま た は 温 度 が 所 定 値 未 満 で は 、 前 記 弁 を 全 開 位 置 に 保 持 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 蒸 気 加 熱 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 絞 り 部 を 構 成 す る 円 筒 状 の 直 管 部 に 設 け ら れ る 前 記 弁 は 、 前 記 直 管 部 の 内 径 以 上 の
口 径 を 有 す る ボ ー ル バ ル ブ か ら 構 成 さ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 蒸 気 加 熱 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 被 加 熱 物 が 収 容 さ れ た 処 理 槽 内 へ 蒸 気 を 供 給 し て 、 前 記 被 加 熱 物 を 加 熱 す る
た め の 蒸 気 加 熱 装 置 に 関 す る も の で あ る 。 特 に 、 被 調 理 物 （ 食 材 ま た は 食 品 ） を 加 熱 調 理
し た 後 、 真 空 冷 却 可 能 な 蒸 煮 冷 却 機 な ど の 蒸 気 加 熱 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 下 記 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ る よ う に 、 食 材 が 収 容 さ れ た 処 理 槽 内 へ 蒸 気 を 供 給 し て 、 食
材 の 加 熱 調 理 を 図 っ た 後 、 処 理 槽 内 を 減 圧 し て 前 記 食 材 の 真 空 冷 却 を 図 る 蒸 煮 冷 却 機 が 知
ら れ て い る 。 こ の 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ る 蒸 煮 冷 却 機 で は 、 処 理 槽 内 を 減 圧 す る 減 圧 手 段
と し て 、 蒸 気 エ ゼ ク タ 、 凝 縮 器 と し て の 熱 交 換 器 、 お よ び 真 空 ポ ン プ が 用 い ら れ て い る 。
そ し て 、 処 理 槽 内 へ 蒸 気 を 供 給 し て 、 処 理 槽 内 の 食 材 の 加 熱 を 図 る 蒸 煮 工 程 後 、 減 圧 手 段
を 用 い て 処 理 槽 内 を 減 圧 し て 、 処 理 槽 内 の 食 材 の 冷 却 を 図 る 真 空 冷 却 工 程 が な さ れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ６ ５ ７ ９ ８ 号 公 報 　 （ 段 落 番 号 ０ ０ １ ５ － ０ ０ １ ６ 、 ０ ０
２ ９ － ０ ０ ３ ０ 、 図 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 構 成 で は 、 減 圧 手 段 を 作 動 さ せ な い 前 記 蒸 煮 工 程 中 も 、 蒸 気 エ ゼ
ク タ や 熱 交 換 器 を 介 し て 、 真 空 ポ ン プ ま で 蒸 気 が 流 入 し て し ま う も の で あ っ た 。 そ こ で 、
減 圧 管 路 の 中 途 を バ ル ブ で 締 め 切 る の が 望 ま し い が 、 特 に 減 圧 能 力 が 大 き い 場 合 、 処 理 槽
か ら 熱 交 換 器 へ の 管 路 は 比 較 的 太 く 、 前 記 管 路 を 締 め 切 る た め に は 大 型 の バ ル ブ が 必 要 と
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な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 蒸 気 を 凝 縮 さ せ る こ と で 管 径 を 細 く で き る 熱 交 換 器 と 真 空 ポ ン プ と の 間 に 、 バ
ル ブ を 設 置 す る こ と が 考 え ら れ る 。 と こ ろ が 、 こ の 場 合 は 、 熱 交 換 器 へ 流 入 し た 蒸 気 が 、
熱 交 換 器 内 に 溜 ま っ た ま ま の 冷 却 用 水 を 沸 騰 さ せ 、 そ の 沸 騰 し た 水 を 熱 交 換 器 の 塩 化 ビ ニ
ル 製 の 排 水 管 へ 排 出 す る と 、 そ の 配 管 を 傷 め る お そ れ が あ っ た 。 従 っ て 、 熱 交 換 器 へ 冷 却
用 水 を 給 水 さ せ な い 状 態 で は 、 熱 交 換 器 の 水 を 予 め 排 水 し て お く 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 所 望 に よ り 減 圧 手 段 を 作 動 さ せ な が ら 処 理 槽 内 へ 蒸 気 供 給 し て 、 処 理 槽 内 の 食 材
を 大 気 圧 未 満 で 加 熱 調 理 し よ う と す る 場 合 に お い て 、 処 理 槽 内 の 圧 力 ひ い て は 温 度 の 移 行
を ゆ っ く り と 円 滑 に 行 い た い 場 合 が あ る 。 と こ ろ が 、 従 来 の 構 成 で は 、 減 圧 能 力 を 調 整 す
る こ と が で き ず 、 そ の よ う な 円 滑 な 移 行 は で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 簡 易 な 構 成 で 、 処 理 槽 か ら 熱 交 換 器 へ の 蒸 気 流 入 の
有 無 お よ び 量 を 調 整 で き 、 熱 交 換 器 内 の 冷 却 用 水 の 沸 騰 の 防 止 と 、 減 圧 能 力 の 調 整 が 可 能
な 蒸 気 加 熱 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 デ ィ
フ ュ ー ザ の 絞 り 部 に 開 度 調 整 可 能 な 弁 が 設 け ら れ た 蒸 気 エ ゼ ク タ を 備 え る こ と を 特 徴 と す
る 蒸 気 加 熱 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 蒸 気 エ ゼ ク タ の デ ィ フ ュ ー ザ の 絞 り 部 （ 混 合 部 ） に 、
モ ー タ バ ル ブ な ど の 開 度 調 整 可 能 な 弁 を 設 け た 。 従 っ て 、 こ の 弁 は 、 蒸 気 凝 縮 前 の 比 較 的
管 径 の 太 い 管 路 に あ り な が ら 、 比 較 的 小 さ な バ ル ブ に て 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 被 加 熱 物 が 収 容 さ れ る 処 理 槽 と 、 こ の 処 理 槽 内 へ の 蒸 気 供 給
手 段 と 、 デ ィ フ ュ ー ザ の 絞 り 部 に 開 度 調 整 可 能 な 弁 が 設 け ら れ 、 前 記 処 理 槽 内 の 気 体 を 外
部 へ 吸 引 排 出 す る 蒸 気 エ ゼ ク タ と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 蒸 気 加 熱 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 蒸 気 エ ゼ ク タ の デ ィ フ ュ ー ザ の 絞 り 部 （ 混 合 部 ） に 、
モ ー タ バ ル ブ な ど の 開 度 調 整 可 能 な 弁 を 設 け た 。 従 っ て 、 こ の 弁 は 、 蒸 気 凝 縮 前 の 比 較 的
管 径 の 太 い 管 路 に あ り な が ら 、 比 較 的 小 さ な バ ル ブ に て 構 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 処
理 槽 内 へ の 蒸 気 供 給 時 に は 、 こ の 弁 を 全 閉 す る こ と が で き る 。 あ る い は 、 所 望 に よ り 、 前
記 弁 の 開 度 を 調 整 し て 、 減 圧 能 力 を 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 処 理 槽 に 吸 入 口 が 接 続 さ れ る 前 記 蒸 気 エ ゼ ク タ と 、 こ の
蒸 気 エ ゼ ク タ の 吐 出 口 に 接 続 さ れ る 凝 縮 器 と し て の 熱 交 換 器 と 、 こ の 熱 交 換 器 の 出 口 に 接
続 さ れ る 真 空 ポ ン プ と を 有 し 、 前 記 処 理 槽 内 の 気 体 を 外 部 へ 吸 引 排 出 す る 減 圧 手 段 と 、 前
記 処 理 槽 内 の 圧 力 ま た は 温 度 を 検 出 す る セ ン サ と 、 こ の セ ン サ の 検 出 信 号 に 基 づ き 前 記 弁
の 開 度 を 調 整 す る 制 御 手 段 と を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 蒸 気 加 熱
装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 処 理 槽 内 へ の 蒸 気 供 給 時 に は 、 前 記 弁 を 全 閉 す る こ と
で 、 処 理 槽 か ら 熱 交 換 器 へ の 蒸 気 流 入 を 防 止 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 熱 交 換 器 内 の 冷
却 用 水 を 予 め 排 水 し て お か な く て も 、 冷 却 用 水 の 沸 騰 な ど の 不 都 合 を 防 止 で き る 。 ま た 、
熱 交 換 器 や 真 空 ポ ン プ は 作 動 さ せ つ つ 前 記 弁 の 開 度 を 調 整 す る こ と で 、 処 理 槽 内 か ら の 空
気 や 蒸 気 の 吸 引 排 出 量 を 調 整 す る こ と が で き 、 処 理 槽 内 の 圧 力 ひ い て は 温 度 の 微 調 整 が 容
易 と な る 。 従 っ て 、 特 に 、 処 理 槽 内 の 食 材 を 大 気 圧 未 満 で 加 熱 調 理 し よ う と す る 場 合 に お
い て 、 処 理 槽 内 の 圧 力 ひ い て は 温 度 の 移 行 を ゆ っ く り と 円 滑 に 行 う こ と が で き る 。 こ の 際
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、 蒸 気 エ ゼ ク タ を 機 能 さ せ な い 状 態 で 行 え ば 、 前 記 微 調 整 を 容 易 に な す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 蒸 気 供 給 手 段 に よ る 前 記 処 理 槽 内 へ の
蒸 気 供 給 を 伴 う 工 程 に お い て 、 前 記 処 理 槽 内 の 圧 力 ま た は 温 度 が 所 定 値 以 上 で は 、 前 記 弁
の 開 度 を 調 整 し 、 前 記 処 理 槽 内 の 圧 力 ま た は 温 度 が 所 定 値 未 満 で は 、 前 記 弁 を 全 開 位 置 に
保 持 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 蒸 気 加 熱 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 所 定 圧 力 （ 温 度 ） 以 上 で の み 、 弁 の 開 度 調 整 に よ る 処
理 槽 内 の 圧 力 （ 温 度 ） の 微 調 整 が 行 わ れ 、 そ れ 未 満 で は 減 圧 手 段 を フ ル に 稼 働 さ せ る 構 成
で あ る 。 従 っ て 、 特 に 、 大 気 圧 未 満 で の 圧 力 （ 温 度 ） の 微 調 整 を 行 い つ つ 加 熱 調 理 し た 後
、 真 空 冷 却 を 迅 速 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 絞 り 部 を 構 成 す る 円 筒 状 の 直 管 部 に 設 け ら れ る
前 記 弁 は 、 前 記 直 管 部 の 内 径 以 上 の 口 径 を 有 す る ボ ー ル バ ル ブ か ら 構 成 さ れ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 蒸 気 加 熱 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 絞 り 部 を 構 成 す る 円 筒 状 直 管 部 の 内 径 以 上 の 口 径
を 有 す る ボ ー ル バ ル ブ を 用 い る こ と で 、 特 に 弁 の 全 開 時 に 、 蒸 気 エ ゼ ク タ の 性 能 に 影 響 を
及 ぼ す こ と が な い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 蒸 気 加 熱 装 置 に よ れ ば 、 蒸 気 エ ゼ ク タ の デ ィ フ ュ ー ザ の 絞 り 部 に 、 モ ー タ バ ル
ブ な ど の 開 度 調 整 可 能 な 弁 を 設 け た 。 従 っ て 、 こ の 弁 は 、 処 理 槽 か ら 熱 交 換 器 ま で の 比 較
的 管 径 の 太 い 管 路 に あ り な が ら 、 比 較 的 小 さ な バ ル ブ に て 構 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、
処 理 槽 内 へ の 蒸 気 供 給 時 に は 、 こ の 弁 を 全 閉 す る こ と で 、 処 理 槽 か ら 熱 交 換 器 へ の 蒸 気 流
入 を 防 止 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 熱 交 換 器 内 の 冷 却 用 水 を 予 め 排 水 し て お か な く て も
、 冷 却 用 水 の 沸 騰 な ど の 不 都 合 を 防 止 で き る 。 さ ら に 、 前 記 弁 の 開 度 を 調 整 す る こ と で 、
処 理 槽 内 か ら の 空 気 や 蒸 気 の 吸 引 排 出 量 を 調 整 す る こ と が で き 、 処 理 槽 内 の 圧 力 ひ い て は
温 度 の 微 調 整 も 容 易 と な る 。 従 っ て 、 特 に 、 処 理 槽 内 の 食 材 を 大 気 圧 未 満 で 加 熱 調 理 し よ
う と す る 場 合 に お い て 、 処 理 槽 内 の 圧 力 ひ い て は 温 度 の 移 行 を ゆ っ く り と 円 滑 に 行 う こ と
が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 つ ぎ に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
　 本 発 明 は 、 処 理 槽 内 に 収 容 さ れ た 被 加 熱 物 を 、 蒸 気 に よ り 加 熱 す る 蒸 気 加 熱 装 置 で あ る
。 こ こ で 、 被 加 熱 物 の 種 類 は 、 特 に 問 わ な い が 、 典 型 的 に は 食 材 ま た は 食 品 な ど の 被 調 理
物 と さ れ る 。 こ の 場 合 、 蒸 気 加 熱 装 置 は 、 蒸 気 で 被 調 理 物 を 蒸 し た り 煮 た り す る 蒸 煮 機 も
し く は 蒸 し 庫 ま た は 飽 和 蒸 気 調 理 装 置 と い う こ と が で き る 。 ま た 、 蒸 気 に よ る 加 熱 調 理 後
に 、 処 理 槽 内 の 空 気 を 外 部 へ 吸 引 排 出 し て 、 被 調 理 物 の 真 空 冷 却 を 図 る 場 合 に は 、 蒸 煮 冷
却 機 と い う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 実 施 形 態 の 蒸 気 加 熱 装 置 は 、 被 加 熱 物 が 収 容 さ れ る 処 理 槽 と 、 こ の 処 理 槽 内 へ の 蒸 気
供 給 手 段 と し て の 給 蒸 手 段 と 、 処 理 槽 内 の 気 体 を 外 部 へ 吸 引 排 出 し て 処 理 槽 内 を 減 圧 す る
減 圧 手 段 と 、 減 圧 さ れ た 処 理 槽 内 へ 外 気 を 導 入 し て 処 理 槽 内 を 復 圧 す る 復 圧 手 段 と 、 処 理
槽 内 の 蒸 気 や そ の 凝 縮 水 を 外 部 へ 排 出 す る 排 出 手 段 と を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 処 理 槽 は 、 被 加 熱 物 を 収 容 可 能 な 中 空 構 造 に 形 成 さ れ 、 典 型 的 に は 略 矩 形 の ボ ッ ク
ス 状 に 形 成 さ れ た 金 属 製 の 缶 体 で あ る 。 こ の 処 理 槽 は 、 一 側 面 へ 開 口 し て 中 空 部 を 有 す る
処 理 槽 本 体 と 、 こ の 処 理 槽 本 体 の 開 口 部 を 開 閉 す る 扉 と か ら 構 成 さ れ る 。 こ の 扉 が 閉 め ら
れ た 状 態 で は 、 前 記 中 空 部 は 密 閉 さ れ る 。 但 し 、 処 理 槽 の 構 成 は こ れ に 限 ら ず 、 上 方 へ 開
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口 す る 有 底 円 筒 状 の 処 理 槽 本 体 と 、 こ の 上 部 開 口 部 を 開 閉 可 能 に 閉 じ る 扉 と か ら 構 成 し て
も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 処 理 槽 に は 、 処 理 槽 内 の 圧 力 を 検 出 す る 圧 力 セ ン サ が 設 け ら れ る 。 但 し 、 処 理 槽 内 の 圧
力 と 温 度 と は 所 定 の 関 係 に あ る か ら 、 圧 力 セ ン サ に 代 え て 、 処 理 槽 内 の 温 度 を 検 出 す る 温
度 セ ン サ を 用 い て も よ い 。 そ の 他 、 処 理 槽 に は 、 処 理 槽 内 に 収 容 さ れ る 被 加 熱 物 の 温 度 を
検 出 す る 品 温 セ ン サ を 設 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 給 蒸 手 段 は 、 処 理 槽 内 へ 蒸 気 発 生 装 置 か ら の 蒸 気 を 供 給 す る 手 段 で あ る 。 蒸 気 発 生
装 置 は 、 典 型 的 に は ボ イ ラ か ら 構 成 さ れ る 。 こ の 際 、 ボ イ ラ （ 一 次 ボ イ ラ ） か ら の 蒸 気 を
熱 源 と し て 、 軟 水 ま た は 純 水 を リ ボ イ ラ （ 二 次 ボ イ ラ ） に て 蒸 気 化 し 、 こ の リ ボ イ ラ か ら
の 清 浄 蒸 気 を 処 理 槽 内 へ 供 給 す る の が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 配 管 内 の 錆 や 、 防 錆 剤 な ど
の ボ イ ラ 水 処 理 薬 品 が 、 処 理 槽 内 へ の 蒸 気 に 混 入 さ れ る お そ れ が な く 衛 生 的 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 給 蒸 手 段 に よ る 蒸 気 は 、 給 蒸 管 を 介 し て 処 理 槽 内 へ 供 給 さ れ る 。 こ の 給 蒸 管 の 中 途 に は
、 給 蒸 弁 が 開 閉 可 能 に 設 け ら れ る 。 こ の 給 蒸 弁 を 開 閉 す る こ と で 、 処 理 槽 内 へ の 蒸 気 供 給
の 有 無 が 切 り 替 え ら れ る 。 こ の 給 蒸 弁 は 、 電 磁 弁 の よ う に 全 開 ま た は 全 閉 の み 可 能 な 構 成
で も よ い し 、 モ ー タ バ ル ブ や 比 例 制 御 弁 の よ う に 開 度 調 整 可 能 な 構 成 で も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 記 減 圧 手 段 は 、 処 理 槽 内 の 気 体 （ 空 気 お よ び ／ ま た は 蒸 気 ） を 外 部 へ 吸 引 排 出 し て 、
処 理 槽 内 を 減 圧 す る 手 段 で あ り 、 蒸 気 エ ゼ ク タ （ ejector） を 備 え る 。 こ の 蒸 気 エ ゼ ク タ
は 、 デ ィ フ ュ ー ザ と 蒸 気 噴 出 ノ ズ ル と を 備 え て 構 成 さ れ る 。 そ し て 、 蒸 気 エ ゼ ク タ は 、 そ
の 吸 入 口 が デ ィ フ ュ ー ザ の 基 端 側 に 配 置 さ れ 、 吐 出 口 が デ ィ フ ュ ー ザ の 先 端 側 に 配 置 さ れ
る 。 ま た 、 デ ィ フ ュ ー ザ の 基 端 部 に は 、 前 記 ノ ズ ル が 、 そ の 噴 出 口 を デ ィ フ ュ ー ザ の 先 端
側 へ 向 け て 配 置 さ れ る と 共 に 、 デ ィ フ ュ ー ザ と 同 一 軸 線 上 に 配 置 さ れ る 。 こ の よ う な 構 成
の 蒸 気 エ ゼ ク タ は 、 前 記 吸 入 口 が 処 理 槽 に 接 続 さ れ る 。 従 っ て 、 ノ ズ ル か ら 蒸 気 を 噴 出 さ
せ る こ と で 、 処 理 槽 内 の 気 体 が 吸 引 さ れ て 吐 出 口 へ 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 と こ ろ で 、 蒸 気 エ ゼ ク タ の デ ィ フ ュ ー ザ は 、 典 型 的 に は 、 先 端 側 へ 行 く に 従 っ て 断 面 積
が 次 第 に 小 さ く な る 縮 径 円 錐 台 状 部 が 形 成 さ れ た 後 、 円 筒 状 の 絞 り 部 （ 混 合 部 ） が 形 成 さ
れ 、 最 後 に 先 端 側 へ 行 く に 従 っ て 断 面 積 が 次 第 に 大 き く な る 拡 径 円 錐 台 状 部 が 形 成 さ れ た
流 路 で あ る 。 そ し て 、 縮 径 円 錐 台 状 部 の 基 端 部 に 、 前 記 ノ ズ ル や 吸 入 口 が 設 け ら れ る 一 方
、 拡 径 円 錐 台 状 部 の 先 端 部 に 、 前 記 吐 出 口 が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 蒸 気 エ ゼ ク タ の デ ィ フ ュ ー ザ に は 、 そ の 絞 り 部 に 真 空 弁 が 設 け ら れ る 。 こ の 真 空 弁 は 、
モ ー タ バ ル ブ や 比 例 制 御 弁 の よ う な 開 度 調 整 可 能 な 構 成 が 望 ま し い 。 し か も 、 真 空 弁 は 、
前 記 絞 り 部 を 構 成 す る 円 筒 状 直 管 部 の 内 径 以 上 の 口 径 を 有 す る ボ ー ル バ ル ブ か ら 構 成 す る
の が 好 ま し い 。 特 に 、 そ の 全 開 時 に デ ィ フ ュ ー ザ の 内 面 に 段 差 を 生 じ さ せ な い フ ル ボ ア 型
ボ ー ル バ ル ブ と す る の が 好 ま し い 。 具 体 的 に は 、 真 空 弁 は 、 弁 箱 内 で 回 転 可 能 に 保 持 さ れ
た 球 状 ボ ー ル を 備 え 、 弁 箱 お よ び ボ ー ル に は 、 デ ィ フ ュ ー ザ の 絞 り 部 を 構 成 す る 直 管 部 の
内 径 と 同 一 直 径 か 、 ま た は そ れ よ り 大 径 の 貫 通 穴 が 形 成 さ れ 、 ボ ー ル の 貫 通 穴 を デ ィ フ ュ
ー ザ の 軸 線 に 沿 っ て 配 置 す る こ と で 全 開 と さ れ る 。 こ の 全 開 位 置 で は 、 ボ ー ル の 貫 通 穴 は
、 デ ィ フ ュ ー ザ の 円 筒 状 絞 り 部 の 一 部 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 減 圧 手 段 と し て 蒸 気 エ ゼ ク タ を 用 い る の で 、 蒸 気 エ ゼ ク タ よ り 下 流 側 に は 、 凝 縮 器 と し
て の 熱 交 換 器 が 通 常 備 え ら れ る 。 す な わ ち 、 蒸 気 エ ゼ ク タ の 吐 出 口 に は 、 熱 交 換 器 が 接 続
さ れ る 。 こ の 熱 交 換 器 は 、 蒸 気 エ ゼ ク タ を 介 し た 排 気 管 内 の 蒸 気 を 、 冷 却 し 凝 縮 さ せ る 凝
縮 器 で あ る 。 こ の 冷 却 お よ び 凝 縮 作 用 を な す た め に 、 熱 交 換 器 に は 冷 却 用 水 が 供 給 さ れ 、
排 気 管 の 冷 却 が 図 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】

10

20

30

40

50

(5) JP 2007-268018 A 2007.10.18



　 減 圧 手 段 は 、 さ ら に 真 空 ポ ン プ を 備 え る の が 好 ま し い 。 こ の 真 空 ポ ン プ は 、 熱 交 換 器 よ
り も 下 流 側 に 配 置 さ れ る 。 そ の 結 果 、 本 実 施 形 態 で は 、 処 理 槽 に は 、 減 圧 手 段 と し て 、 処
理 槽 側 か ら 順 に 、 蒸 気 エ ゼ ク タ 、 熱 交 換 器 、 お よ び 真 空 ポ ン プ が 排 気 管 を 介 し て 接 続 さ れ
る こ と に な る 。 排 気 管 中 の 蒸 気 を 予 め 熱 交 換 器 で 凝 縮 さ せ て お く こ と で 、 そ の 後 の 真 空 ポ
ン プ の 負 荷 を 軽 減 し て 、 減 圧 能 力 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う な 構 成 の 減 圧 手 段 を 作 動 さ せ る こ と で 、 処 理 槽 の 気 体 は 排 気 管 を 介 し て 外 部 へ
吸 引 排 出 さ れ 、 処 理 槽 内 の 減 圧 が 図 ら れ る 。 処 理 槽 内 の 減 圧 の 有 無 は 、 減 圧 手 段 の 作 動 の
有 無 を 切 り 替 え る こ と で な さ れ る 。 具 体 的 に は 、 蒸 気 エ ゼ ク タ は 、 そ の ノ ズ ル へ の 蒸 気 供
給 の 有 無 を 切 り 替 え 、 熱 交 換 器 は 、 そ の 冷 却 用 水 の 供 給 の 有 無 を 切 り 替 え 、 真 空 ポ ン プ は
そ の 作 動 の 有 無 を 切 り 替 え れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 処 理 槽 内 へ の 蒸 気 供 給 時 に は 、 真 空 弁 を 全 閉 す る こ と で 、 処 理 槽 か ら 熱 交 換 器 へ の 蒸 気
流 入 を 防 止 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 熱 交 換 器 内 の 冷 却 用 水 を 予 め 排 水 し て お か な く て
も 、 冷 却 用 水 の 沸 騰 な ど の 不 都 合 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 あ る い は 、 処 理 槽 内 へ の 蒸 気 供 給 時 に は 、 真 空 弁 を 開 度 調 整 す る こ と で 、 減 圧 能 力 を 調
整 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 熱 交 換 器 や 真 空 ポ ン プ は 作 動 さ せ つ つ 真 空 弁 の 開 度 を 調
整 す る こ と で 、 処 理 槽 内 か ら の 空 気 や 蒸 気 の 吸 引 排 出 量 を 調 整 す る こ と が で き 、 処 理 槽 内
の 圧 力 ひ い て は 温 度 の 微 調 整 が 容 易 と な る 。 こ の 際 、 蒸 気 エ ゼ ク タ は 、 作 動 さ せ て も さ せ
な く て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 処 理 槽 内 の 圧 力 ひ い て は 温 度 が 所 定 値 以 上 で は 、 蒸 気 エ ゼ ク タ を 作 動 さ せ て も さ せ な く
て も よ く （ つ ま り 蒸 気 エ ゼ ク タ の ノ ズ ル へ 蒸 気 供 給 し て も し な く て も よ く ） 、 そ の 状 態 で
真 空 弁 の 開 度 を 調 整 す れ ば よ い が 、 処 理 槽 内 の 圧 力 ひ い て は 温 度 が 所 定 値 未 満 で は 、 真 空
弁 を 全 開 位 置 に 保 持 し た 状 態 で 、 蒸 気 エ ゼ ク タ の ノ ズ ル へ 蒸 気 供 給 し て 、 蒸 気 エ ゼ ク タ を
作 動 さ せ る の が 望 ま し い 。 そ し て 、 真 空 弁 の 開 度 調 整 を 行 う 際 に は 、 蒸 気 エ ゼ ク タ を 作 動
さ せ な い 状 態 に 保 持 し て お く こ と で 、 処 理 槽 内 の 圧 力 ひ い て は 温 度 の 微 調 整 を 容 易 に 行 う
こ と が で き る 。 ま た 、 真 空 弁 の 開 度 調 整 を 行 う 際 に は 、 減 圧 手 段 を 一 定 能 力 で 作 動 さ せ て
お け ば よ い が 、 場 合 に よ り 、 減 圧 手 段 自 体 の 減 圧 能 力 や 作 動 の 有 無 を 制 御 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 前 記 復 圧 手 段 は 、 減 圧 手 段 に よ り 減 圧 さ れ た 処 理 槽 内 へ 外 気 を 導 入 し て 、 処 理 槽 内 を 復
圧 す る 手 段 で あ る 。 処 理 槽 内 へ の 外 気 の 導 入 は 、 衛 生 面 を 考 慮 し て 、 フ ィ ル タ ー を 介 し て
行 う の が 望 ま し い 。 フ ィ ル タ ー を 介 し た 清 浄 空 気 は 、 給 気 管 を 介 し て 、 処 理 槽 内 へ 供 給 さ
れ る 。 給 気 管 の 中 途 に 設 け た 給 気 弁 を 開 閉 す る こ と で 、 処 理 槽 内 へ の 外 気 導 入 の 有 無 が 切
り 替 え ら れ る 。 と こ ろ で 、 給 気 弁 は 、 前 記 真 空 弁 と 同 様 に 、 開 度 調 整 可 能 に 構 成 す る の が
好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 前 記 排 出 手 段 は 、 処 理 槽 内 の 蒸 気 や そ の 凝 縮 水 を 外 部 へ 排 出 す る 手 段 で あ る 。 こ の 排 出
手 段 は 、 処 理 槽 内 か ら 蒸 気 を 排 出 す る 排 蒸 管 と 、 ス チ ー ム ト ラ ッ プ を 介 し て 処 理 槽 内 の 底
部 か ら 凝 縮 水 を 排 出 す る 排 水 管 と か ら 構 成 さ れ る 。 こ こ で 、 前 記 排 蒸 管 は 、 処 理 槽 の 底 部
に 接 続 す る こ と で 、 蒸 気 に 加 え て そ の 凝 縮 水 も 排 出 可 能 と な る 。 処 理 槽 か ら の 排 蒸 管 の 中
途 に は 、 電 磁 弁 な ど か ら 構 成 さ れ る 排 蒸 弁 が 設 け ら れ る 。 ま た 、 処 理 槽 か ら の 排 水 管 の 中
途 に は 、 電 磁 弁 な ど か ら 構 成 さ れ る 排 水 弁 が 設 け ら れ る 。 こ の 排 蒸 弁 お よ び ／ ま た は 排 水
弁 を 開 閉 す る こ と で 、 処 理 槽 内 か ら の 蒸 気 お よ び ／ ま た は 凝 縮 水 の 排 出 の 有 無 が 切 り 替 え
ら れ る 。 但 し 、 排 蒸 弁 は 開 度 調 整 可 能 に 構 成 し て も よ く 、 そ の 場 合 、 排 出 手 段 に よ る 処 理
槽 外 へ の 蒸 気 排 出 能 力 を 調 整 で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 述 し た 給 蒸 手 段 、 減 圧 手 段 、 復 圧 手 段 、 お よ び 排 出 手 段 な ど は 、 制 御 手 段 に 接 続 さ れ
て 制 御 さ れ る 。 そ し て 、 予 め 設 定 さ れ た プ ロ グ ラ ム に 従 い 、 所 定 の 運 転 工 程 が 順 次 に 実 行
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さ れ る 。 こ の 際 、 処 理 槽 内 の 圧 力 を 検 出 す る 圧 力 セ ン サ か ら の 検 出 圧 力 や 、 経 過 時 間 を 利
用 し て 制 御 さ れ る 。 ま た 、 処 理 槽 内 の 被 加 熱 物 の 温 度 を 検 出 す る 品 温 セ ン サ を 設 け る 場 合
に は 、 そ の 品 温 セ ン サ か ら の 検 出 温 度 も 用 い て 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 蒸 気 加 熱 装 置 の 運 転 方 法 は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 典 型 的 に は 空 気 排 除 工 程
の 後 、 加 熱 工 程 が な さ れ る 。 こ こ で 、 空 気 排 除 工 程 は 、 処 理 槽 内 に 被 加 熱 物 を 収 容 し た 状
態 で 、 処 理 槽 内 の 空 気 を 排 出 す る 工 程 で あ る 。 具 体 的 に は 、 給 蒸 弁 、 給 気 弁 、 排 蒸 弁 お よ
び 排 水 弁 を 閉 じ る 一 方 、 真 空 弁 を 開 け た 状 態 で 、 減 圧 手 段 を 作 動 さ せ て 処 理 槽 内 の 空 気 を
外 部 へ 吸 引 排 出 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 そ の 後 に 実 行 さ れ る 加 熱 工 程 で は 、 給 蒸 手 段 に よ り 処 理 槽 内 へ 蒸 気 を 供 給 し て 、 被 加 熱
物 の 加 熱 が 図 ら れ る 。 こ の 加 熱 工 程 で は 、 処 理 槽 内 へ 供 給 す る 蒸 気 に よ り 、 処 理 槽 内 の 被
加 熱 物 の 加 熱 が 図 ら れ る 。 こ の 際 、 大 気 圧 下 の 処 理 槽 内 で 被 加 熱 物 を 加 熱 （ 無 圧 蒸 煮 ） し
て も よ い し 、 処 理 槽 内 を 大 気 圧 よ り 高 圧 と し つ つ 被 加 熱 物 を 加 熱 （ 加 圧 蒸 煮 ） し て も よ い
し 、 あ る い は 所 望 時 に 減 圧 手 段 を 作 動 さ せ る こ と で 大 気 圧 よ り 低 圧 と し つ つ 被 加 熱 物 を 加
熱 （ 減 圧 蒸 煮 ） し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 無 圧 蒸 煮 時 や 加 圧 蒸 煮 時 に は 、 真 空 弁 を 全 閉 し て お く こ と で 、 処 理 槽 か ら 熱 交 換 器 へ の
蒸 気 流 入 を 防 止 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 熱 交 換 器 内 の 冷 却 用 水 を 予 め 排 水 し て お か な
く て も 、 冷 却 用 水 の 沸 騰 な ど の 不 都 合 を 防 止 で き る 。 一 方 、 減 圧 蒸 煮 時 に は 、 熱 交 換 器 や
真 空 ポ ン プ は 作 動 さ せ つ つ 真 空 弁 の 開 度 を 調 整 す る こ と で 、 処 理 槽 内 か ら の 空 気 や 蒸 気 の
吸 引 排 出 の 有 無 や そ の 量 を 調 整 す る こ と が で き 、 処 理 槽 内 の 圧 力 ひ い て は 温 度 の 微 調 整 が
容 易 と な る 。 こ の 際 、 蒸 気 エ ゼ ク タ を 作 動 さ せ な い 状 態 で 行 う こ と で 、 前 記 微 調 整 を 容 易
に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 そ し て 、 加 熱 工 程 後 に は 、 所 望 に よ り 、 真 空 冷 却 工 程 を 行 っ て も よ い 。 こ の 真 空 冷 却 工
程 は 、 給 蒸 弁 、 給 気 弁 、 排 蒸 弁 お よ び 排 水 弁 を 閉 じ る 一 方 、 真 空 弁 を 開 け た 状 態 で 、 減 圧
手 段 を 作 動 さ せ て 、 処 理 槽 内 を 目 標 圧 力 ま で 減 圧 し て 、 被 加 熱 物 の 真 空 冷 却 を 図 る 工 程 で
あ る 。 こ の 際 、 真 空 弁 を 全 開 位 置 に 保 持 し た 状 態 で 、 蒸 気 エ ゼ ク タ 、 熱 交 換 器 、 お よ び 真
空 ポ ン プ を 作 動 さ せ る こ と で 、 迅 速 に 真 空 冷 却 を 行 う こ と が で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 具 体 的 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の 蒸 気 加 熱 装 置 の 一 実 施 例 を 示 す 概 略 構 成 図 で あ り 、 蒸 煮 冷 却 機 に 適 用
し た 例 を 示 し て い る 。 こ の 図 に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 の 蒸 煮 冷 却 機 は 、 被 加 熱 物 と し て の
被 調 理 物 （ 食 材 ま た は 食 品 ） １ が 収 容 さ れ る 中 空 構 造 の 処 理 槽 ２ と 、 こ の 処 理 槽 ２ 内 へ 蒸
気 を 供 給 す る 給 蒸 手 段 ３ と 、 処 理 槽 ２ 内 の 気 体 （ 空 気 お よ び ／ ま た は 蒸 気 ） を 外 部 へ 吸 引
排 出 し て 処 理 槽 ２ 内 を 減 圧 す る 減 圧 手 段 ４ と 、 減 圧 さ れ た 処 理 槽 ２ 内 へ 外 気 を 導 入 し て 復
圧 す る 復 圧 手 段 ５ と 、 処 理 槽 ２ 内 の 蒸 気 や そ の 凝 縮 水 を 外 部 へ 排 出 す る 排 出 手 段 ６ と 、 処
理 槽 ２ 内 の 圧 力 を 計 測 す る 圧 力 セ ン サ ７ と 、 こ の 圧 力 セ ン サ ７ の 出 力 な ど に 基 づ き 前 記 各
手 段 ３ ， ４ ， ５ ， ６ を 制 御 す る 制 御 手 段 ８ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 実 施 例 の 処 理 槽 ２ は 、 一 側 面 へ 開 口 し て 中 空 部 を 有 す る 処 理 槽 本 体 ９ と 、 こ の 処 理 槽
本 体 ９ の 開 口 部 を 開 閉 す る 扉 １ ０ と を 備 え た 金 属 製 の 缶 体 で あ る 。 こ の よ う な 構 成 で あ る
か ら 、 扉 １ ０ を 閉 じ る こ と で 、 処 理 槽 本 体 ９ の 中 空 部 は 密 閉 さ れ る 。 処 理 槽 ２ 内 へ の 被 調
理 物 １ の 収 容 は 、 処 理 槽 ２ に 出 し 入 れ さ れ る ワ ゴ ン （ 不 図 示 ） を 介 し て 行 っ て も よ い し 、
図 示 例 の よ う に 処 理 槽 ２ 内 に 棚 板 １ １ を 設 け る こ と で 対 応 し て も よ い 。 ま た 、 被 調 理 物 １
は 、 適 宜 の 容 器 １ ２ に 入 れ て 、 処 理 槽 ２ 内 へ 収 容 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 処 理 槽 ２ 内 の 圧 力 を 検 出 す る た め に 、 処 理 槽 ２ に は 圧 力 セ ン サ ７ が 設 け ら れ る 。 但 し 、
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圧 力 セ ン サ ７ に 代 え て 、 温 度 セ ン サ （ 不 図 示 ） を 用 い て も よ い 。 圧 力 と 温 度 と を 換 算 す る
こ と で 、 い ず れ の セ ン サ で も 利 用 可 能 で あ る 。 ま た 、 処 理 槽 ２ 内 に 収 容 さ れ る 被 調 理 物 １
の 温 度 を 検 出 す る た め に 、 品 温 セ ン サ （ 不 図 示 ） を さ ら に 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 処 理 槽 ２ 内 へ 蒸 気 を 供 給 す る た め に 、 処 理 槽 ２ に は 給 蒸 手 段 ３ が 接 続 さ れ る 。 本 実 施 例
の 給 蒸 手 段 ３ は 、 一 般 的 な ボ イ ラ （ 不 図 示 ） と 、 ス テ ン レ ス 製 熱 交 換 器 か ら な る リ ボ イ ラ
（ 不 図 示 ） と を 備 え る 。 そ し て 、 ボ イ ラ か ら の 蒸 気 を 熱 源 と し て 、 リ ボ イ ラ に て 軟 水 を 蒸
気 化 し 、 そ の よ う に し て 生 成 さ れ た 清 浄 蒸 気 を 処 理 槽 ２ 内 へ 供 給 す る 。 通 常 、 ボ イ ラ に よ
る 蒸 気 に は 、 配 管 内 の 錆 や 、 防 錆 剤 な ど の ボ イ ラ 水 処 理 薬 品 が 混 入 す る お そ れ が 残 る が 、
リ ボ イ ラ に て 軟 水 を 蒸 気 化 し 、 そ の 清 浄 蒸 気 を 処 理 槽 ２ 内 へ 供 給 す る こ と で 、 そ の よ う な
不 都 合 を 防 止 で き る 。 従 っ て 、 被 調 理 物 １ に 直 接 に 蒸 気 が 接 触 し て も 、 衛 生 的 で 安 全 で あ
る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 リ ボ イ ラ か ら の 清 浄 蒸 気 は 、 給 蒸 管 １ ３ を 介 し て 処 理 槽 ２ 内 へ 供 給 さ れ る 。 給 蒸 管 １ ３
の 中 途 に は 、 給 蒸 弁 １ ４ が 開 閉 可 能 に 設 け ら れ る 。 こ の 給 蒸 弁 １ ４ は 、 モ ー タ バ ル ブ や 比
例 制 御 弁 の よ う に 、 開 度 調 整 可 能 な 構 成 が 好 ま し い 。 但 し 、 給 蒸 弁 １ ４ は 、 処 理 槽 ２ 内 へ
の 蒸 気 供 給 の 有 無 を 切 り 替 え 可 能 な 構 成 で あ れ ば 足 り 、 開 度 調 整 が 不 能 で 開 放 ま た は 閉 鎖
の い ず れ か の 状 態 を 採 る 電 磁 弁 に よ り 構 成 し て も よ い 。 い ず れ に し て も 、 こ の 給 蒸 弁 １ ４
を 開 閉 操 作 す る こ と で 、 処 理 槽 ２ 内 の 圧 力 ひ い て は 温 度 を 調 整 す る こ と が で き る 。 但 し 、
処 理 槽 ２ 内 の 圧 力 調 整 は 、 給 蒸 弁 １ ４ だ け で な く 減 圧 手 段 ４ な ど を 制 御 す る こ と に よ っ て
も 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 処 理 槽 ２ に は 、 処 理 槽 ２ 内 の 空 気 や 蒸 気 を 外 部 へ 吸 引 排 出 し て 、 処 理 槽 ２ 内 を 減 圧 す る
減 圧 手 段 ４ が 接 続 さ れ る 。 本 実 施 例 で は 、 処 理 槽 ２ か ら の 排 気 管 １ ５ に は 、 処 理 槽 ２ の 側
か ら 順 に 、 蒸 気 エ ゼ ク タ １ ６ 、 熱 交 換 器 １ ７ 、 逆 止 弁 １ ８ 、 お よ び 水 封 式 真 空 ポ ン プ １ ９
が 接 続 さ れ る 。 本 実 施 例 の 蒸 気 エ ゼ ク タ １ ６ に は 、 真 空 弁 ２ ０ が 設 け ら れ る 。 こ の 真 空 弁
２ ０ は 、 電 磁 弁 で も よ い が 、 比 例 制 御 弁 や モ ー タ バ ル ブ の よ う に 開 度 調 整 可 能 な 構 成 が 好
ま し い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 真 空 ポ ン プ １ ９ に は 、 封 水 給 水 弁 ２ １ を 介 し て 水 が 供 給 さ れ 、 真 空 ポ ン プ １ ９ か ら の 排
水 は 、 排 水 口 （ 不 図 示 ） へ 排 出 さ れ る 。 こ の 封 水 給 水 弁 ２ １ は 、 真 空 ポ ン プ １ ９ に 連 動 し
て 開 か れ る 。 ま た 、 熱 交 換 器 １ ７ に も 、 熱 交 給 水 弁 ２ ２ を 介 し て 水 が 供 給 さ れ 、 排 水 口 へ
排 水 さ れ る 。 熱 交 換 器 １ ７ に 冷 却 用 水 が 供 給 さ れ る こ と で 、 排 気 管 １ ５ 内 の 蒸 気 を 冷 却 し
凝 縮 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ２ は 、 本 実 施 例 の 蒸 気 エ ゼ ク タ １ ６ を 拡 大 し て 示 す 概 略 図 で あ り 、 一 部 を 断 面 に し て
示 し て い る 。 こ の 図 に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 の 蒸 気 エ ゼ ク タ １ ６ は 、 吸 入 室 ２ ３ 、 蒸 気 噴
出 ノ ズ ル ２ ４ 、 デ ィ フ ュ ー ザ ２ ５ お よ び 真 空 弁 ２ ０ と を 備 え て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 本 実 施 例 の 吸 入 室 ２ ３ は 、 Ｔ 字 管 か ら 構 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 吸 入 室 ２ ３ は 、 水 平 管 部
２ ６ と こ の 中 央 か ら 下 方 へ 延 出 す る 垂 直 管 部 ２ ７ と か ら 構 成 さ れ る 。 そ し て 、 垂 直 管 部 ２
７ の 下 端 部 は 、 処 理 槽 ２ に 接 続 さ れ 、 処 理 槽 ２ 内 か ら の 気 体 の 吸 入 口 ２ ８ と さ れ る 。 一 方
、 水 平 管 部 ２ ６ の 左 側 開 口 は 、 板 材 か ら 構 成 さ れ る ノ ズ ル サ ポ ー ト ２ ９ に て 閉 塞 さ れ 、 こ
の ノ ズ ル サ ポ ー ト ２ ９ の 中 央 部 に 、 ノ ズ ル ２ ４ の 基 端 部 が 保 持 さ れ る 。 こ の ノ ズ ル ２ ４ は
、 水 平 管 部 ２ ６ の 軸 線 に 沿 っ て 配 置 さ れ 、 吸 入 室 ２ ３ の 右 側 開 口 ま で 延 出 し て 設 け ら れ る
。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ノ ズ ル ２ ４ に は 、 ノ ズ ル サ ポ ー ト ２ ９ を 介 し て 、 基 端 部 （ 図 ２ に お い て 左 側 ） か ら 蒸 気
が 供 給 さ れ る 。 そ し て 、 そ の 蒸 気 は 、 ノ ズ ル ２ ４ の 先 端 部 か ら 、 先 端 側 へ 向 け て 噴 出 さ れ
る 。 ノ ズ ル ２ ４ へ の エ ゼ ク タ 蒸 気 管 ３ ０ に は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 エ ゼ ク タ 蒸 気 弁 ３ １ が
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設 け ら れ 、 こ の エ ゼ ク タ 蒸 気 弁 ３ １ を 開 閉 す る こ と で 、 ノ ズ ル ２ ４ へ の 蒸 気 供 給 が 操 作 さ
れ る 。 エ ゼ ク タ 蒸 気 弁 ３ １ は 、 本 実 施 例 で は 電 磁 弁 か ら 構 成 さ れ る が 、 開 度 調 整 可 能 な モ
ー タ バ ル ブ や 比 例 制 御 弁 を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 本 実 施 例 の デ ィ フ ュ ー ザ ２ ５ は 、 基 端 側 に 配 置 さ れ る 第 一 部 材 ３ ２ と 、 先 端 側 に 配 置 さ
れ る 第 二 部 材 ３ ３ と を 備 え て 構 成 さ れ る 。 第 一 部 材 ３ ２ は 、 先 端 側 へ 行 く に 従 っ て 断 面 積
が 次 第 に 小 さ く な る 縮 径 円 錐 台 状 部 ３ ４ が 形 成 さ れ た 後 、 円 筒 状 の 直 管 部 ３ ５ が 形 成 さ れ
た 筒 状 で あ る 。 こ の よ う な 第 一 部 材 ３ ２ は 、 縮 径 円 錐 台 状 部 ３ ４ の 基 端 部 が 、 吸 入 室 ２ ３
の 水 平 管 部 ２ ６ の 右 側 開 口 に 接 続 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 吸 入 室 ２ ３ と 第 一 部 材 ３ ２ と が 連
通 さ れ る 。 そ の 際 、 ノ ズ ル ２ ４ と 第 一 部 材 ３ ２ と は 、 同 一 軸 線 上 に 配 置 さ れ る 。 ま た 、 縮
径 円 錐 台 状 部 ３ ４ の 基 端 部 に 、 ノ ズ ル ２ ４ の 先 端 部 （ 蒸 気 噴 出 口 ） が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 一 方 、 第 二 部 材 ３ ３ は 、 先 端 側 へ 行 く に 従 っ て 断 面 積 が 次 第 に 大 き く な る 拡 径 円 錐 台 状
部 ３ ６ が 形 成 さ れ た 後 、 そ の 先 端 部 に 上 下 方 向 へ 延 出 し て 縦 管 部 ３ ７ が 設 け ら れ て い る 。
こ の 縦 管 部 ３ ７ は 、 上 端 部 が 閉 止 フ ラ ン ジ ３ ８ に て 閉 塞 さ れ る 一 方 、 下 端 部 は 熱 交 換 器 １
７ へ の 排 気 管 １ ５ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 第 一 部 材 ３ ２ と 第 二 部 材 ３ ３ と の 間 に は 、 真 空 弁 ２ ０ が 設 け ら れ る 。 本 実 施 例 の 真 空 弁
２ ０ は 、 モ ー タ バ ル ブ の 一 種 と し て の フ ル ボ ア 型 ボ ー ル バ ル ブ か ら 構 成 さ れ る 。 具 体 的 に
は 、 真 空 弁 ２ ０ は 、 中 空 ボ ッ ク ス 状 の 弁 箱 ３ ９ と 、 こ の 弁 箱 ３ ９ 内 で 回 転 可 能 に 保 持 さ れ
る ボ ー ル ４ ０ と 、 こ の ボ ー ル ４ ０ を 回 転 さ せ る 駆 動 部 ４ １ と を 備 え て 構 成 さ れ る 。 そ し て
、 弁 箱 ３ ９ に は 、 第 一 部 材 ３ ２ の 直 管 部 ３ ５ の 内 径 と 同 一 直 径 の 貫 通 穴 ４ ２ が 、 左 右 方 向
へ 沿 っ て 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 ボ ー ル ４ ０ に も 、 第 一 部 材 ３ ２ の 直 管 部 ３ ５ の 内 径 と 同
一 直 径 の 貫 通 穴 ４ ３ が 形 成 さ れ る 。 こ の よ う な 構 成 で あ る か ら 、 駆 動 部 ４ １ の 作 動 に よ り
、 弁 箱 ３ ９ と ボ ー ル ４ ０ の 各 貫 通 穴 ４ ２ ， ４ ３ を 同 一 軸 線 上 に 配 置 し た 全 開 位 置 （ 図 ２ の
状 態 ） で は 、 真 空 弁 ２ ０ 内 に 段 差 の な い 貫 通 穴 ４ ２ ， ４ ３ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の よ う な 真 空 弁 ２ ０ は 、 弁 箱 ３ ９ の 左 側 壁 の フ ラ ン ジ ４ ４ に 、 第 一 部 材 ３ ２ の 先 端 側
フ ラ ン ジ ４ ５ が 接 続 さ れ 、 弁 箱 ３ ９ の 右 側 壁 の フ ラ ン ジ ４ ６ に 、 第 二 部 材 ３ ３ の 基 端 側 フ
ラ ン ジ ４ ７ が 接 続 さ れ る 。 こ の よ う に し て 、 直 管 部 ３ ５ お よ び 真 空 弁 ２ ０ と で 、 デ ィ フ ュ
ー ザ ２ ５ の 絞 り 部 （ 混 合 部 ） ４ ８ が 構 成 さ れ る 。 つ ま り 、 真 空 弁 ２ ０ を 全 開 位 置 に 保 持 し
た 状 態 で は 、 直 管 部 ３ ５ と 真 空 弁 ２ ０ と で 、 段 差 の な い 円 筒 状 の 絞 り 部 ４ ８ が 形 成 さ れ る
。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 処 理 槽 ２ に は 、 減 圧 手 段 ４ に て 減 圧 さ れ た 後 、 復 圧 す る た め の 復 圧
手 段 ５ が 接 続 さ れ る 。 本 実 施 例 の 復 圧 手 段 ５ は 、 処 理 槽 ２ に 接 続 さ れ た 給 気 管 ４ ９ が 、 逆
止 弁 ５ ０ お よ び 除 菌 フ ィ ル タ ー ５ １ を 介 し て 外 気 と 連 通 可 能 に 設 け ら れ て い る 。 こ の 給 気
管 ４ ９ の 中 途 に は 、 給 気 弁 ５ ２ が 開 閉 可 能 に 設 け ら れ て お り 、 こ の 給 気 弁 ５ ２ の 開 放 に よ
り 、 処 理 槽 ２ 内 は 大 気 圧 に 開 放 可 能 と さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 処 理 槽 ２ に は 、 処 理 槽 ２ 内 の 蒸 気 や そ の 凝 縮 水 を 外 部 へ 排 出 す る た め の 排 出 手 段 ６ が 接
続 さ れ る 。 こ の 排 出 手 段 ６ は 、 処 理 槽 ２ 内 の 蒸 気 や 空 気 を 外 部 へ 排 出 す る た め の 排 蒸 手 段
５ ３ と 、 処 理 槽 ２ 内 に 生 じ た 凝 縮 水 を 外 部 へ 排 出 す る た め の 排 水 手 段 ５ ４ と に 分 け ら れ る
。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 排 蒸 手 段 ５ ３ は 、 排 蒸 管 ５ ５ を 介 し て 処 理 槽 ２ 内 の 空 気 や 蒸 気 を 処 理 槽 ２ 外 へ 導 出 す る
手 段 で あ る 。 排 蒸 管 ５ ５ の 中 途 に は 排 蒸 弁 ５ ６ が 設 け ら れ 、 こ の 排 蒸 弁 ５ ６ も 開 度 調 整 可
能 な 構 成 が 好 ま し い 。 図 示 例 で は 、 処 理 槽 ２ の 下 部 に 排 蒸 管 ５ ５ を 接 続 し て い る が 、 こ れ
に 代 え て ま た は こ れ に 加 え て 、 処 理 槽 ２ の 上 部 に も 同 様 の 排 蒸 管 （ 不 図 示 ） を 設 け る こ と
が で き る 。 処 理 槽 ２ の 下 部 か ら の 排 蒸 管 ５ ５ は 、 処 理 槽 ２ 内 の 下 部 に 溜 ま る 凝 縮 水 を 外 部
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へ 排 出 す る た め に も 利 用 で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 一 方 、 排 水 手 段 ５ ４ は 、 ス チ ー ム ト ラ ッ プ ５ ７ を 有 す る 排 水 管 ５ ８ か ら な り 、 こ の 排 水
管 ５ ８ を 介 し て 処 理 槽 ２ 内 の 底 部 に 溜 ま る 凝 縮 水 は 、 処 理 槽 ２ 外 へ 排 水 可 能 と さ れ る 。 そ
し て 、 こ の 排 水 管 ５ ８ の 中 途 に は 、 電 磁 弁 か ら 構 成 さ れ る 排 水 弁 ５ ９ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 前 記 給 蒸 手 段 ３ 、 前 記 減 圧 手 段 ４ 、 前 記 復 圧 手 段 ５ 、 前 記 排 出 手 段 ６ な ど は 、 制 御 手 段
８ に よ り 制 御 さ れ る 。 こ の 制 御 手 段 ８ は 、 そ れ が 把 握 す る 経 過 時 間 や 前 記 圧 力 セ ン サ ７ か
ら の 検 出 信 号 な ど に 基 づ い て 、 前 記 各 手 段 ３ ， ４ ， ５ ， ６ を 制 御 す る 制 御 器 ６ ０ で あ る 。
具 体 的 に は 、 給 蒸 弁 １ ４ 、 エ ゼ ク タ 蒸 気 弁 ３ １ 、 真 空 弁 ２ ０ 、 真 空 ポ ン プ １ ９ 、 封 水 給 水
弁 ２ １ 、 熱 交 給 水 弁 ２ ２ 、 給 気 弁 ５ ２ 、 排 蒸 弁 ５ ６ 、 排 水 弁 ５ ９ 、 圧 力 セ ン サ ７ な ど は 、
制 御 器 ６ ０ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 そ し て 、 制 御 器 ６ ０ は 、 所 定 の 手 順 （ プ ロ グ ラ ム ） に 従 い 、 処 理 槽 ２ 内 の 被 調 理 物 １ の
加 熱 調 理 を 図 っ た 後 、 真 空 冷 却 を 図 る 。 加 熱 調 理 し よ う と す る 場 合 、 ま ず 被 調 理 物 １ を 処
理 槽 ２ 内 に 収 容 し 、 処 理 槽 ２ の 扉 １ ０ を 閉 じ る 。 こ の 初 期 状 態 で は 、 給 蒸 弁 １ ４ 、 エ ゼ ク
タ 蒸 気 弁 ３ １ 、 真 空 弁 ２ ０ 、 封 水 給 水 弁 ２ １ 、 熱 交 給 水 弁 ２ ２ は 閉 じ ら れ 、 蒸 気 エ ゼ ク タ
１ ６ お よ び 真 空 ポ ン プ １ ９ は 作 動 を 停 止 し て お り 、 給 気 弁 ５ ２ 、 排 蒸 弁 ５ ６ お よ び 排 水 弁
５ ９ は 開 か れ て い る 。 そ し て 、 こ の 状 態 か ら 、 典 型 的 に は 、 処 理 槽 ２ 内 の 空 気 を 排 除 す る
空 気 排 除 工 程 、 処 理 槽 ２ 内 へ 蒸 気 を 供 給 し て 被 調 理 物 １ の 加 熱 調 理 を 図 る 加 熱 工 程 、 お よ
び 加 熱 調 理 後 の 被 調 理 物 １ の 冷 却 を 図 る 真 空 冷 却 工 程 、 が 順 次 に 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 空 気 排 除 工 程 で は 、 制 御 器 ６ ０ は 、 給 蒸 弁 １ ４ 、 給 気 弁 ５ ２ 、 排 蒸 弁 ５ ６ お よ び 排 水 弁
５ ９ を 閉 じ た 状 態 で 、 減 圧 手 段 ４ を 作 動 さ せ る 。 す な わ ち 、 封 水 給 水 弁 ２ １ を 開 い て 真 空
ポ ン プ １ ９ を 作 動 さ せ る と 共 に 、 真 空 弁 ２ ０ を 開 い て 処 理 槽 ２ 内 の 空 気 を 外 部 へ 吸 引 排 出
す る 。 こ こ で 、 処 理 槽 ２ 内 を 所 定 圧 力 ま で 減 圧 し た 後 、 エ ゼ ク タ 蒸 気 弁 ３ １ を 開 い て 蒸 気
エ ゼ ク タ １ ６ を 作 動 さ せ て も よ い 。 ま た 、 熱 交 給 水 弁 ２ ２ を 開 く こ と で 、 熱 交 換 器 １ ７ に
て 蒸 気 を 凝 縮 さ せ て 、 減 圧 能 力 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ の よ う な 処 理 槽 ２ 内 か ら の 空 気 排 除 は 、 圧 力 セ ン サ ７ を 利 用 す る こ と で 、 設 定 圧 力 ま
で 行 っ て も よ い し 、 あ る い は 設 定 時 間 だ け 行 う よ う に し て も よ い 。 そ し て 、 制 御 器 ６ ０ は
、 エ ゼ ク タ 蒸 気 弁 ３ １ 、 封 水 給 水 弁 ２ １ 、 熱 交 給 水 弁 ２ ２ 、 お よ び 真 空 弁 ２ ０ を 閉 じ て 、
蒸 気 エ ゼ ク タ １ ６ お よ び 真 空 ポ ン プ １ ９ の 作 動 を 停 止 さ せ 、 空 気 排 除 工 程 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 次 工 程 の 加 熱 工 程 で は 、 制 御 器 ６ ０ は 、 給 蒸 弁 １ ４ を 開 い て 処 理 槽 ２ 内 へ 蒸 気 を 供 給 す
る 。 加 熱 工 程 で は 、 圧 力 セ ン サ ７ に よ り 処 理 槽 ２ 内 の 圧 力 を 監 視 し な が ら 、 処 理 槽 ２ 内 が
所 望 の 設 定 圧 力 に な る よ う に 、 給 蒸 手 段 ３ に よ り 処 理 槽 ２ 内 へ 蒸 気 供 給 す る 。 こ の 加 熱 工
程 中 、 所 望 に よ り 設 定 圧 力 を 段 階 的 に 上 下 に 変 化 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ こ で 、 処 理 槽 ２ 内 へ 蒸 気 供 給 し て 行 う 被 調 理 物 １ の 加 熱 調 理 は 、 大 気 圧 下 で 行 う 無 圧
蒸 煮 と 、 大 気 圧 を 超 え る 圧 力 で 行 う 加 圧 蒸 煮 と 、 所 望 時 に 減 圧 手 段 ４ を 作 動 さ せ て 大 気 圧
未 満 の 圧 力 で 行 う 減 圧 蒸 煮 と が あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 無 圧 蒸 煮 の 場 合 、 エ ゼ ク タ 蒸 気 弁 ３ １ 、 真 空 弁 ２ ０ 、 封 水 給 水 弁 ２ １ 、 熱 交 給 水 弁 ２ ２
、 給 気 弁 ５ ２ を 閉 じ て 、 蒸 気 エ ゼ ク タ １ ６ お よ び 真 空 ポ ン プ １ ９ の 作 動 を 停 止 し た 状 態 で
、 給 蒸 弁 １ ４ 、 排 蒸 弁 ５ ６ 、 排 水 弁 ５ ９ を 開 い て 、 処 理 槽 ２ 内 へ 蒸 気 を 供 給 し 排 出 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 加 圧 蒸 煮 の 場 合 、 エ ゼ ク タ 蒸 気 弁 ３ １ 、 真 空 弁 ２ ０ 、 封 水 給 水 弁 ２ １ 、 熱 交 給 水 弁 ２ ２
、 給 気 弁 ５ ２ 、 排 蒸 弁 ５ ６ を 閉 じ る と 共 に 、 蒸 気 エ ゼ ク タ １ ６ お よ び 真 空 ポ ン プ １ ９ の 作
動 を 停 止 し た 状 態 で 、 給 蒸 弁 １ ４ 、 排 水 弁 ５ ９ を 開 い て 、 処 理 槽 ２ 内 へ 蒸 気 を 供 給 す る 。
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従 っ て 、 加 圧 蒸 煮 の 場 合 に は 、 排 水 管 ５ ８ か ら 自 動 的 に 凝 縮 水 が 外 部 へ 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 減 圧 蒸 煮 の 場 合 は 、 給 気 弁 ５ ２ 、 排 蒸 弁 ５ ６ 、 排 水 弁 ５ ９ を 閉 じ た 状 態 で 、 給 蒸 弁 １ ４
を 開 い て 、 処 理 槽 ２ 内 へ 蒸 気 を 供 給 す る 。 こ の 際 、 処 理 槽 ２ 内 が 設 定 上 限 圧 力 を 超 え る と
、 減 圧 手 段 ４ を 作 動 さ せ て 、 設 定 下 限 圧 力 ま で 処 理 槽 ２ 内 を 減 圧 す る 。 す な わ ち 、 真 空 弁
２ ０ 、 封 水 給 水 弁 ２ １ 、 熱 交 給 水 弁 ２ ２ を 開 い た 状 態 で 、 真 空 ポ ン プ １ ９ を 作 動 さ せ て 、
設 定 下 限 圧 力 ま で 処 理 槽 ２ 内 を 減 圧 し 、 設 定 下 限 圧 力 に な る と 、 こ れ ら 各 弁 ２ ０ ， ２ １ ，
２ ２ を 閉 じ る と 共 に 真 空 ポ ン プ １ ９ な ど の 作 動 を 停 止 す る 。 こ の 減 圧 時 に は 、 エ ゼ ク タ 蒸
気 弁 ３ １ を 開 い て 蒸 気 エ ゼ ク タ １ ６ を 作 動 さ せ て も よ い し 、 エ ゼ ク タ 蒸 気 弁 ３ １ を 閉 じ て
蒸 気 エ ゼ ク タ １ ６ を 停 止 し て お い て も よ い 。 但 し 、 減 圧 蒸 煮 中 、 処 理 槽 ２ 内 の 圧 力 を 変 動
さ せ る 際 に は 、 蒸 気 エ ゼ ク タ １ ６ を 作 動 さ せ な い 状 態 に 保 持 し て お く こ と で 、 処 理 槽 ２ 内
の 圧 力 ひ い て は 温 度 の 微 調 整 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 い ず れ の 蒸 煮 方 式 の 場 合 も 、 基 本 的 に は 、 蒸 気 供 給 に よ る 処 理 槽 ２ 内 の 加 圧 要 因 と 、 供
給 さ れ た 蒸 気 の 凝 縮 に よ る 処 理 槽 ２ 内 の 減 圧 要 因 と が バ ラ ン ス を 保 つ よ う に 、 給 蒸 弁 １ ４
の 開 閉 を 制 御 し て 、 処 理 槽 ２ 内 の 圧 力 を 目 標 値 に 維 持 し て 加 熱 調 理 が な さ れ る 。 但 し 、 減
圧 蒸 煮 の 場 合 に は 、 設 定 上 限 圧 力 を 超 え る と 、 上 述 の と お り 減 圧 手 段 ４ を 作 動 さ せ る 場 合
が あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ の よ う に し て 、 加 熱 工 程 で は 、 処 理 槽 ２ 内 へ 蒸 気 が 供 給 さ れ る こ と で 、 処 理 槽 ２ 内 に
収 容 さ れ た 被 調 理 物 １ を 加 熱 調 理 す る こ と が で き る 。 こ の 際 、 上 述 し た よ う に 、 処 理 槽 ２
内 へ 供 給 さ れ る 蒸 気 は 、 リ ボ イ ラ に て 軟 水 か ら 生 成 さ れ た 清 浄 蒸 気 で あ る 。 従 っ て 、 安 全
で 安 心 の 加 熱 調 理 を 実 現 す る こ と が で き る 。 ま た 、 被 調 理 物 １ の 全 周 囲 に 清 浄 蒸 気 を 行 き
渡 ら せ る こ と で 、 短 時 間 で 均 一 の 加 熱 料 理 が な さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 加 熱 工 程 で は 、 処 理 槽 ２ 内 へ の 蒸 気 供 給 に よ り 処 理 槽 ２ 内 の 圧 力 を 調 整 す る こ と で 、 処
理 槽 ２ 内 の 温 度 を 調 整 す る こ と が で き る 。 本 実 施 例 で は 、 た と え ば ６ ０ ℃ か ら １ ３ ０ ℃ の
範 囲 に て 、 自 由 な 温 度 に 設 定 し て 加 熱 調 理 を 可 能 と し て い る 。 こ の よ う に し て 処 理 槽 ２ の
圧 力 を 調 整 す る こ と で 、 飽 和 蒸 気 温 度 が 調 整 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 加 熱 工 程 の 終 了 時 に は 、 給 蒸 弁 １ ４ が 閉 じ ら れ る 。 そ し て 、 処 理 槽 ２ 内 が 大 気 圧 を 超 え
る 圧 力 で あ れ ば 、 排 蒸 弁 ５ ６ を 開 い て 、 処 理 槽 ２ 内 が 大 気 圧 に な る ま で 、 排 水 お よ び 排 蒸
が な さ れ る 。 一 方 、 処 理 槽 ２ 内 が 大 気 圧 未 満 で あ れ ば 、 減 圧 手 段 ４ お よ び 排 出 手 段 ６ を 作
動 さ せ ず 、 か つ 、 給 蒸 弁 １ ４ を 閉 じ る と 共 に 給 気 弁 ５ ２ を 開 い て 、 処 理 槽 ２ 内 を 大 気 圧 ま
で 復 圧 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 そ の 後 の 真 空 冷 却 工 程 で は 、 処 理 槽 ２ 内 を 減 圧 手 段 ４ に よ り 減 圧 し て 、 被 調 理 物 １ の 真
空 冷 却 が 図 ら れ る 。 具 体 的 に は 、 制 御 器 ６ ０ は 、 給 蒸 弁 １ ４ 、 給 気 弁 ５ ２ 、 排 蒸 弁 ５ ６ お
よ び 排 水 弁 ５ ９ を 閉 じ た 状 態 で 、 減 圧 手 段 ４ を 作 動 さ せ る 。 す な わ ち 、 封 水 給 水 弁 ２ １ お
よ び 熱 交 給 水 弁 ２ ２ を 開 い て 、 真 空 ポ ン プ １ ９ と 熱 交 換 器 １ ７ と を 作 動 さ せ る と 共 に 、 真
空 弁 ２ ０ を 開 い て 処 理 槽 ２ 内 の 空 気 を 外 部 へ 吸 引 排 出 す る 。 こ の 場 合 も 、 処 理 槽 ２ 内 を 所
定 圧 力 ま で 減 圧 し た 後 、 エ ゼ ク タ 蒸 気 弁 ３ １ を 開 い て 蒸 気 エ ゼ ク タ １ ６ を 作 動 さ せ て も よ
い 。 処 理 槽 ２ 内 を 所 望 温 度 に 保 持 し た 状 態 で 設 定 時 間 だ け 保 持 す る か 、 品 温 セ ン サ （ 不 図
示 ） に よ る 被 調 理 物 １ の 温 度 が 目 標 温 度 に 達 す る と 、 減 圧 手 段 ４ の 作 動 を 停 止 し て 、 復 圧
手 段 ５ に よ り 処 理 槽 ２ 内 を 大 気 圧 ま で 復 圧 す る 。 そ し て 、 処 理 槽 ２ の 扉 １ ０ を 開 い て 、 処
理 槽 ２ 内 か ら 被 調 理 物 １ を 取 り 出 し て 、 一 連 の 処 理 を 完 了 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 本 発 明 の 蒸 気 加 熱 装 置 は 、 前 記 実 施 例 の 構 成 に 限 ら ず 、 適 宜 変 更 可 能 で あ る 。 た と え ば
、 前 記 実 施 例 で は 蒸 煮 冷 却 機 に 適 用 し た 例 に つ い て 説 明 し た が 、 真 空 冷 却 工 程 を 省 略 し た
蒸 煮 機 、 蒸 し 庫 、 ま た は 飽 和 蒸 気 加 熱 装 置 と す る こ と も で き る 。
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【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ま た 、 前 記 実 施 例 で は 、 デ ィ フ ュ ー ザ ２ ５ の 絞 り 部 ４ ８ は 、 第 一 部 材 ３ ２ の 直 管 部 ３ ５
と 真 空 弁 ２ ０ と に よ り 構 成 し た が 、 直 管 部 ３ ５ は 第 二 部 材 ３ ３ の 基 端 部 に 設 け て も よ い 。
あ る い は 、 第 一 部 材 ３ ２ と 第 二 部 材 ３ ３ の 双 方 に 直 管 部 ３ ５ を 設 け 、 そ の 中 央 部 に 真 空 弁
２ ０ を 設 け て も よ い 。 ま た 、 絞 り 部 ４ ８ の 長 さ に よ っ て は 、 第 一 部 材 ３ ２ お よ び 第 二 部 材
３ ３ の 双 方 に 直 管 部 ３ ５ を 設 け ず 、 真 空 弁 ２ ０ だ け で 対 応 し て も よ い し 、 あ る い は 、 真 空
弁 ２ ０ の 弁 箱 ３ ９ に 直 管 部 ３ ５ を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 と こ ろ で 、 図 ３ は 、 前 記 実 施 例 の 変 形 例 を 示 す 概 略 図 で あ り 、 デ ィ フ ュ ー ザ ２ ５ の 絞 り
部 ４ ８ の 箇 所 の み を 示 す と 共 に 、 一 部 を 断 面 に し て 示 し て い る 。 前 記 実 施 例 で は 、 真 空 弁
２ ０ の 貫 通 穴 ４ ２ ， ４ ３ は 、 絞 り 部 ４ ８ を 構 成 す る 円 筒 状 直 管 部 ３ ５ の 内 径 と 同 一 直 径 と
し た が 、 本 変 形 例 で は 、 円 筒 状 直 管 部 ３ ５ の 内 径 よ り も 大 径 と し て い る 。 こ の よ う に 、 真
空 弁 ２ ０ は 、 デ ィ フ ュ ー ザ ２ ５ の 絞 り 部 ４ ８ の 設 計 寸 法 （ 直 管 部 ３ ５ の 内 径 ） よ り 絞 ら な
け れ ば 、 必 ず し も 同 一 直 径 に す る 必 要 は な い 。 ま た 、 本 変 形 例 で は 、 直 管 部 ３ ５ は 、 第 一
部 材 ３ ２ 自 体 で は な く 、 そ の 先 端 部 に 直 管 部 材 ６ １ と し て 別 体 で 接 続 し て い る 。 つ ま り 、
直 管 部 材 ６ １ は 、 第 一 部 材 ３ ２ と 真 空 弁 ２ ０ と の 間 に 設 け ら れ る 。 そ の 他 の 構 成 は 、 前 記
実 施 例 と 同 一 で あ る た め 、 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 さ ら に 、 前 記 実 施 例 で は 、 真 空 弁 ２ ０ を モ ー タ バ ル ブ や 比 例 制 御 弁 の よ う に 、 開 度 調 整
可 能 な 弁 か ら 構 成 し た が 、 場 合 に よ り 、 電 磁 弁 の よ う な 開 度 調 整 不 能 な 開 閉 弁 か ら 構 成 し
て も よ い 。 こ の 場 合 で も 、 加 圧 蒸 煮 中 に 真 空 弁 ２ ０ を 全 閉 す る こ と で 、 熱 交 換 器 １ ７ 内 の
冷 却 用 水 の 沸 騰 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 蒸 気 加 熱 装 置 の 一 実 施 例 を 示 す 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 蒸 気 加 熱 装 置 に お け る 蒸 気 エ ゼ ク タ を 拡 大 し て 示 す 図 で あ り 、 一 部 を 断 面
に し て 示 し て い る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 蒸 気 加 熱 装 置 の 変 形 例 を 示 す 概 略 図 で あ り 、 デ ィ フ ュ ー ザ の 絞 り 部 の 箇 所
の み を 示 す と 共 に 、 一 部 を 断 面 に し て 示 し て い る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 　 １ 　 被 調 理 物 （ 被 加 熱 物 ）
　 　 ２ 　 処 理 槽
　 　 ３ 　 給 蒸 手 段 （ 蒸 気 供 給 手 段 ）
　 　 ４ 　 減 圧 手 段
　 　 ７ 　 圧 力 セ ン サ
　 　 ８ 　 制 御 手 段
　 １ ６ 　 蒸 気 エ ゼ ク タ
　 １ ７ 　 熱 交 換 器
　 １ ９ 　 真 空 ポ ン プ
　 ２ ０ 　 真 空 弁
　 ２ ５ 　 デ ィ フ ュ ー ザ
　 ２ ８ 　 吸 入 口
　 ３ ５ 　 直 管 部
　 ４ ８ 　 絞 り 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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